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友だち 
募集中！

～所得上限限度額以上により児童手当等を受給していない方へ～
令和６年度の申請を受け付けています

◆請求方法
　5月31日㊎までに子育て支援課または本納支所へ認定請求書を提出
※認定請求書は子育て支援課・本納支所で入手。郵送を希望の方はご連絡ください。
※ぴったりサービスによる電子申請も可能です。
※期限後に提出された場合は、請求をした月の翌月分からの受給となります。

所得制限限度額 所得上限限度額

扶養親族等の数（カッコ内は例） 所得額 収入額の目安 所得額 収入額の目安

０人（前年末に児童が生まれていない場合 等） 622万円 833.3万円 858万円 1,071万円

１人（児童１人の場合 等） 660万円 875.6万円 896万円 1,124万円

２人（児童１人 ＋ 年収103万円以下の配偶者の場合 等） 698万円 917.8万円 934万円 1,162万円

３人（児童２人 ＋ 年収103万円以下の配偶者の場合 等） 736万円 960万円 972万円 1,200万円

４人（児童３人 ＋ 年収103万円以下の配偶者の場合 等） 774万円 1,002万円 1,010万円 1,238万円

５人（児童４人 ＋ 年収103万円以下の配偶者の場合 等） 812万円 1,040万円 1,048万円 1,276万円

※ 扶養親族等の数は、所得税法上の同一生計配偶者および扶養親族（里親などに委託されている児童や施設に入所して
いる児童を除く。以下、「扶養親族等」）ならびに扶養親族等でない児童で前年の12月31日において生計を維持した
者の数をいいます。 扶養親族等の数に応じて、限度額（所得額ベース）は、１人につき38万円（扶養親族等が同一
生計配偶者（70歳以上の者に限る）または老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額となります。

※ 「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています。あくまで目安であり、実際は給与所得控除や医療費控除等を
控除した後の所得額で所得制限を確認します。

問合せ　子育て支援課（8階）　☎（20）1573　 （20）1606

　令和5年度の児童手当・特例給付を受給していない方が、令和6年度分を受給するためには、
改めて「児童手当・特例給付　認定請求書」の提出が必要です。
　令和6年度の所得が所得上限限度額未満となり、審査結果が認定となった場合は、令和6年6月
分から児童手当・特例給付を受給できます。
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市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課（３階）　☎（20）1512　 （20）1601お知らせ メール　　　▶フォーム
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8月1日㊍～
� 31日㊏

一般 6,000円 12,000円
同一世帯で2人以上利用する世帯 2人目以降3,000円 2人目以降6,000円
前年度市町村民税非課税世帯 3,000円 6,000円
生活保護世帯 無料 無料

※日曜日・休日は除く ※利用料は利用日数にかかわらず定額
※その他おやつ代・保険料・特別な行事の際の実費負担あり（昼食は弁当を持参）
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肺がん・結核検診、肺がん・結核検診、喀喀
かくかく
痰痰
たんたん
検査、�検査、�

� 胃がん検診を実施します� 胃がん検診を実施します
　市では、早期にがんを発見し、適切な治療につなげるため、各種がん検診を実施しています。
　肺がんも胃がんも、早期発見・早期治療であれば治る可能性が高い病気です。定期的に検診を受け、
精密検査が必要となった場合は、必ず医療機関を受診しましょう。

肺がん・結核検診、喀痰検査
　40代から増え始める「肺がん」は、がんによる死亡数の第１位です。また、
肺がんで亡くなる方の２人に１人は、喫煙者でも受動喫煙者でもありません。早
期には症状が見られないことも多く、進行して初めて症状が出ることもあります。

 肺がん・結核検診 喀痰検査

対  象
令和6年4月1日時点で40歳以上の方
※�65歳以上の方は、検診の名称が結核検
診となりますが、検査内容は同一です。

令和6年4月1日時点で50歳以上の方
※�肺がん・結核検診を受診された方で、
喫煙指数（1日の喫煙本数×喫煙年数）
が600以上の方

検 査 方 法 胸部エックス線撮影 喀痰細胞診（容器に痰を採取し提出）
実 施 方 法 集団検診（肺がん・結核検診、喀痰検査を同時実施）

自己負担額 500円（令和6年4月1日時点で65歳以上
の方は無料） 500円

胃がん検診
　「胃がん」は、日本では50歳以降に多く、がんによる死亡原因の上位に位置す
るがんです。早い段階では自覚症状がほとんどなく、かなり進行しても症状がな
い場合があります。

◆対 象　 令和6年4月1日時点で40歳以上の方で、 
生まれの年号が大正・昭和の奇数年（西暦で偶数年）の方

◆検 査 方 法　バリウムを用いた胃部エックス線撮影
◆実 施 方 法　集団検診
◆自己負担額　500円
◆注 意 事 項　 以下の方は、バリウムが気管に入り、誤

ご
嚥
えん

性肺炎等重大な
病気を引き起こす可能性があるため、医療機関を受診して
胃内視鏡を受けることをお勧めします。

　　　　　　　・食べ物や飲み物が飲み込みにくく、むせやすい方
　　　　　　　・以前にバリウムの誤嚥があった方
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問合せ　保健センター　☎（25）1725　 （25）1865

　今年度より市内に住所のある妊婦の方を対象に市内指定医療機
関で個別歯科健診を実施しています。
　妊娠中のお口のトラブルを早期発見、早期治療し、安心して出
産ができるよう、ぜひ受診しましょう。

◆対 象　 市内に住所を有する妊婦の方 
※他市町村で妊婦歯科健診を受けた方、現在歯科治療中の方は除く。

◆自己負担額　500円（生活保護世帯の方は無料）
◆受 診 回 数　妊娠中に１回
◆受診の流れ　 ①母子健康手帳交付時、妊婦歯科健診受診票を受け取る 

②指定医療機関一覧から歯科医院を予約 
③母子健康手帳、受診票、本人確認書類（マイナンバーカード、保険証等）を持って受診

次に該当する方も受診票を交付します
・受診票交付開始前に茂原市にて母子健康手帳を発行した方
・他市区町村で母子健康手帳交付後、市内に転入した方
　母子健康手帳、本人確認書類（マイナンバーカードまたは運転免許証等）を保健セン
ターへご持参ください。事前にお電話をいただけるとスムーズです。

※詳しくは健康管理課ウェブページをご覧ください。

妊婦歯科健診妊婦歯科健診を�
� 受診受診しませんか？

肺がん・結核検診、喀痰検査、胃がん検診　日程
肺がん 実施時間 9時～　　 ／ 13時～

（同時実施日） （8時30分～／ 13時～）
胃がん 実施時間 8時30分～（午前のみ）

実施日 肺 胃

6月

 7日 金 〇 - 保健センター 8日 土 〇 -
10日 月 〇 - 東部台文化会館11日 火 〇 -
12日 水 〇 - 本納公民館13日 木 〇 -
14日 金 〇 -

保健センター17日 月 〇 〇
24日 月 〇 〇
25日 火 〇 〇
26日 水 - 〇 本納公民館
27日 木 - 〇 東部台文化会館28日 金 - 〇
29日 土 - 〇 保健センター

7月  1日 月 - 〇 保健センター 2日 火 - 〇

　胃がん検診は午前のみ実施します。
　肺がん検診・胃がん検診の同時実施日の午
前は、両方受診する方のみ対象です（午後は、
肺がん検診のみ受診できます）。
※ 受診希望日の10日前までにお申し込みく

ださい（各会場とも定員になり次第締め切
り）。

※ 令和5年度に肺がん検診を受診した方、令
和4年度に胃がん検診を受診した方は、申
込不要で受診票を送付します。

※ 自覚症状のある方、肺・胃の疾患で通院中
または経過観察中の方は、医療機関にて受
診をお願いします。

申込み・問合せ�
　健康管理課（2階） 
　 kenkou@city.mobara.chiba.jp 
　☎（20）1574　 （20）1600
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認知症は早期発見・早期対応がとても大切です！
　認知症は、現在完治が難しい病気とされていますが、早期に発見して適切な対応を
することで、認知症の方だけではなく、家族等にとっても安心な生活を送ることにつ
ながります。

	 早期発見・早期対応の3つのメリット	 早期発見・早期対応の3つのメリット

申込み・問合せ　高齢者支援課地域包括支援室（２階）　☎（20）1583　 （20）1610

脳の元気度測定会＆相談会を実施します！
◆日時　 6月11日、7月9日、8月6日、9月10日、10月8日、 

11月12日、12月10日、令和7年1月7日、2月4日、 
3月4日（毎月第2火曜日、8月・令和7年1月・2月 
・3月は第1火曜日）9時30分～ 12時

◆場所　 市役所5階会議室 
※会場が変更になる場合があります。

◆定員　1日5人程度（事前に電話で申し込み・9時～ 16時）
◆内容　 タッチパネルによるもの忘れ測定（1人約20分） 

必要に応じて専門職（保健師・社会福祉士・介護支援専門員）による相談

メリット１
早期に発見し治療を始め
ることで、改善が期待で
きる場合もあります。

メリット2
症状が悪化する前の治療や
サポートによって、進行を
遅らせることができる場合
があります。

メリット3
症状が軽いうちに家族等と話し合
い、治療方針を決めたり、利用で
きる制度やサービスを調べたり、
事前にさまざまな準備ができます。

認知症チェックリスト　－認知症が疑われるサイン－認知症チェックリスト　－認知症が疑われるサイン－
　以下のチェックリストを参考に「認知症かもしれない」というサインに早めに気付き、お住まいの地
区の地域包括支援センターに相談しましょう。認知症による変化は、本人よりも周囲の人が気付きやす
いことも多いので、身近な家族などが一緒にチェックしましょう。
初期の認知症などによくみられる生活障害の例
□　整理整頓ができなくなった 相談窓口

ほんのう地域包括支援センター
本納・新治・豊岡地区 ☎（36）2123

ちゅうおう地域包括支援センター
東郷・豊田・二宮地区 ☎（26）7525

もばら地域包括支援センター
茂原地区 ☎（22）3007

みなみ地域包括支援センター
五郷・鶴枝地区 ☎（20）2626

□　1人で買い物や金銭管理ができない
□　自分で服薬管理ができない
□　電話の対応や訪問者の対応ができない
□　食事が1人で取れなくなった。食事の回数が減った
□　痩せたり太ったり、急激な体重の増減がみられる
□　 同じ服をずっと着ていたり、逆に何度も着替えたりする。

季節に合った服装ができない
□　昼間寝ていることが多い。または夜間不眠・不穏である
□　意欲の低下がみられる
□　同じことを何度も話したり聞いたりする
□　約束事を覚えていない
□　5分前に聞いた話や電話の内容、人の名前を思い出せない
□　冷蔵庫の中に同じものが多くある
□　入浴しないなど、不潔である

（千葉県健康福祉部高齢者福祉課認知症対策班作成）
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　市では、木造住宅の耐震化を推進するため、耐震相談会（個別簡易耐震相談）を開催します。この機
会を利用してご自宅の耐震性について考えてみませんか？

◆対 象　昭和56年5月31日以前に建築された木造2階以下の一戸建て住宅の所有者・居住者
◆日時・会場　各回13時～ 17時、1組50分程度

開　催　日 会　場 予約受付期間

第1回  5月29日㊌ 市役所5階502会議室 ～ 5月22日㊌

第2回  6月30日㊐ 市役所1階101会議室 ～ 6月21日㊎

第3回  7月31日㊌ 市役所8階801会議室 ～ 7月24日㊌

◆申 込 方 法　予約受付期間内に建築課へ電話または申込フォームから事前予約
◆定 員　各回12組程度（申込順）
　※申込状況により、中止・変更となる場合があります。

申込み・問合せ　建築課（８階）　☎（20）1588　 （20）1606

を開催します

無 料 耐 相 談 会震
木  造  住  宅

▲申込フォーム▲申込フォーム

あなたの家は
大丈夫？

ちょいとサポーター養成研修
　市では、介護予防・日常生活支援総合事業として、要支援の方を対象に掃除やごみ出しなどを行
う生活支援訪問サービスを実施しています。
　「ちょいとサポーター養成講座」を受講して、サービスを提供する担い手になりませんか？

◆日 時　 6月13日㊍・14日㊎10時～ 15時 
（14日は15時30分まで）

◆場 所　市役所5階501会議室
◆対 象　市内在住者（両日参加できる方に限る）
◆定 員　20人
◆受 講 料　無料
◆申込期限　6月3日㊊
◆申込方法　申込書に必要事項を記入の上、郵送・メール・持参にて提出
　　　　　　※申込書は高齢者支援課または同課ウェブページから入手

申込み・問合せ　〒297-8511　茂原市道表1番地　高齢者支援課地域包括支援室（２階） 
houkatu@city.mobara.chiba.jp　☎（20）1583　 （20）1610
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監
査
の
結
果
に

対
す
る
措
置

　

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
監
査

結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
つ

い
て
、
茂
原
市
教
育
長
か
ら
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
監
査
の
種
類　
定
期
監
査

◆
措
置
年
度　
　

令
和
５
年
度

〈
教
育
委
員
会
　

美
術
館
・
郷
土
資
料
館
〉

【
監
査
結
果
】

・
生
涯
学
習
施
設
に
つ
い
て
は
、

よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
時
代
や
生
活
ス
タ
イ

ル
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
利
用

状
況
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な

が
ら
更
な
る
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
従
来
の
利

用
形
態
や
規
則
等
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
見

直
し
も
視
野
に
柔
軟
な
対
応
を
図

り
な
が
ら
利
用
率
の
向
上
に
つ
い

て
も
鋭
意
取
り
組
ま
れ
た
い
。

・
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
中
で
、
新
し
い
生

活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
事
業
実
施

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
し

い
生
活
ス
タ
イ
ル
と
は
何
か
を
明

確
に
し
た
う
え
で
各
施
設
間
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
様
々
な
対
応
方

法
を
検
討
し
、
よ
り
進
ん
だ
生
涯

に
わ
た
る
学
習
機
会
の
提
供
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

・
市
立
美
術
館
に
つ
い
て
は
、
県

内
に
数
少
な
い
貴
重
な
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
を
訪
れ
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
す
と
と
も
に
、
繰
り
返

し
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
来
館
者

の
満
足
度
向
上
に
向
け
鋭
意
取
り

組
ま
れ
た
い
。

・
収
蔵
し
て
い
る
文
化
財
や
民
具

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
郷

土
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、

学
校
へ
の
貸
与
等
に
よ
る
活
用
を

検
討
さ
れ
た
い
。

【
措
置
内
容
】

・
利
用
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
展
覧
会
の

映
像
配
信
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

よ
り
、
各
共
催
団
体
の
展
示
に
つ

い
て
も
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
新

た
に
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
た
モ
ニ

タ
ー
に
て
過
去
の
映
像
を
リ
ピ
ー

ト
再
生
し
て
お
り
、
映
像
配
信
自

体
の
Ｐ
Ｒ
と
共
に
当
館
へ
の
リ

ピ
ー
タ
ー
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

多
目
的
利
用
と
し
て
は
、
今
年

度
は
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
お
茶

会
の
イ
ベ
ン
ト
を
美
術
企
画
展
の

開
催
期
間
中
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、

桜
ま
つ
り
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
開
館
時
間
延
長
に
つ
い
て
も
、

今
後
試
行
的
に
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

・
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

た
事
業
と
し
て
、
美
術
収
蔵
品
に

つ
い
て
は
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

完
了
し
、
国
立
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
が
無
料
で
行
っ
て
い
る

「
全
国
美
術
館
収
蔵
品
サ
ー
チ
」

に
、
収
蔵
品
の
全
デ
ー
タ
を
提
供

済
み
で
あ
る
。
令
和
６
年
３
月
末

か
ら
一
般
公
開
の
予
定
で
あ
り
、

生
涯
学
習
の
機
会
の
一
つ
と
し
て
、

美
術
収
蔵
品
に
つ
い
て
の
デ
ジ
タ

ル
情
報
提
供
が
実
現
で
き
る
見
込

み
で
あ
る
。

・
本
市
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な

る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
今
年
度

は
２
月
か
ら
開
催
予
定
の
美
術
企

画
展「
鳰
川
誠
一
展
」が
あ
る
。「
千

葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
事

業
」
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
の

で
、
県
の
団
体
旅
行
造
成
支
援
事

業
に
参
加
希
望
の
旅
行
会
社
か
ら

当
館
企
画
展
を
観
覧
し
た
い
と
の

連
絡
が
入
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
館
者
の
満
足
度
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
今
年
度
は
、
小
学
校
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
作

品
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
「
も

ば
ら
子
ど
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
初

開
催
し
、
若
い
世
代
の
方
々
へ
の

ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

・
市
内
小
中
学
校
へ
の
郷
土
資
料

の
貸
出
し
に
つ
い
て
は
、
教
職
員

の
研
修
や
出
前
講
座
の
開
催
時
を

利
用
し
て
推
奨
し
て
い
る
。
最
近

で
は
、
小
学
校
の
「
中
堅
教
諭
等

資
質
向
上
研
修
」
に
お
い
て
、
当

館
で
の
現
場
研
修
を
希
望
す
る
方

が
お
り
、
そ
の
中
で
郷
土
資
料
の

収
蔵
庫
を
見
学
し
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
資
料
の
貸
出
し
に
つ
い
て

希
望
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
各
学

校
の
担
当
教
員
に
、
直
接
郷
土
資

料
を
見
学
で
き
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
更
な
る
活
用

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
合
せ

監
査
委
員
事
務
局
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
６
０　

⒇
１
６
０
７

職
員
出
前
講
座
を�

�

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

教
育
委
員
会
で
は
、
学
習
機
会

の
拡
大
を
図
り
、
市
政
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
目
的
で
市
の
職

員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
説
明
す

る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
等
の
学
習
に
ぜ
ひ

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
10

人
以
上
の
団
体

◆
講
師
料

　

無
料
（
教
材
費
等
が
必
要
な
場

合
あ
り
）

※�

詳
し
く
は
、
生
涯

学
習
課
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９　

⒇
１
６
０
７
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問合せ　秘書広報課（３階）　☎（20）1512　 （20）1601

さまざまな媒体から�
� 市政情報等をお届けしています
　市では、「広報もばら」や「市公式ウェブサイト」の他、市公式SNSやスマートフォンアプリなどか
ら市政情報等をお届けしています。
　「広報もばら」は、新聞折り込みによる配布やご自宅への送付の他、以下の方法でもご覧いただけます。

次の公共施設等に設置しています
秘書広報課（3階）／市役所行政資料室（1階）／本納支所・本納公民館／鶴枝公民
館／市民体育館／図書館／美術館・郷土資料館／東部台文化会館／青少年指導セン
ター／保健センター／総合市民センター／豊岡福祉センター／五郷福祉センター／豊
田福祉センター／二宮福祉センター／東郷福祉センター／公立長生病院／市内郵便
局／茂原ショッピングプラザアスモ／カスミフードスクエア 茂原店／カスミフード
スクエア ライフガーデン茂原／カスミ 東郷店／カスミ フードマーケット 茂原マー
ケットプレイス店／ベイシア 茂原店／せんどう 茂原店／スーパーガッツ 茂原店／
ヤックスドラッグ 茂原谷本店／ヤックスドラッグ 茂原高師店／ヤックスドラッグ 上
茂原店／ヤックスドラッグ 茂原早野店／ヤックスドラッグ 茂原小林店／旬の里ねぎ
ぼうず

ＳNＳやアプリでも！

スマホで読める♪�
「広報もばら」のアプリ配信

 Android iPhone

※アプリ内の広告は、茂原市とは関係ありません。

Follow�me!�
市公式ＳＮＳで�
情報発信中

LINE X Facebook

　「広報もばら」発行のお知らせの他、市
政情報やイベント情報、災害時の緊急情報
も発信しています！
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このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。 マイシティマイシティモバラモバラ

　市と㈱Another�worksとの連携協定に基づき実施した、複業
人材活用に関する実証実験の最終報告会を開催しました。こ
れは行政課題である「ふるさと納税戦略」「ECマーケティング」
「情報発信」「広聴」の4職種について、企画政策課と秘書広報
課、登用した4人の複業人材アドバイザーがチーム一丸となり、
6カ月間解決に取り組んだ結果を田中市長に報告したもの。
　各職種とも、㈱Another�worksと複業人材アドバイザーが保
有する知見・情報・ネットワークを最大限活用し、連携と協力
を図りながら一定の成果を上げることができました。

　市では、「相手本位の姿勢（おもてなしの心）を育む」研修
会を自治会員や職員などを対象に開催し、おもてなし力が
高まることにつながる人材育成を積極的に行ってきました。
　今回、研修を受講し「おもてなしエキスパート」として
認定を受けた方が250人を超えたため、その取り組みに対し
て（一社）日本おもてなし推進協議会より「おもてなし推進
特別賞」が贈呈されました。
　自治体の受賞例が少ないこの賞を励みに、今後も「おも
てなしの心」を持つ人材の育成に努めていきます。 ▲田中市長(左)と講師の古

ふる
川
かわ

 智
とも

子
こ

さん(中央)、上
うえ

田
だ

 弥
や よ い

生さん(右)

▲田中市長からアドバイザーに感謝状が手渡されました

33/18/18

33/19/19

今日からできるおもてなし今日からできるおもてなし

課題解決に取り組み、成果課題解決に取り組み、成果

おもてなし推進特別賞贈呈式

複業人材活用に関する実証実験最終報告会

　長南小・中学校にて、長生グリーンライン（長南町から
茂原市間約2.5㎞）開通の記念式典が行われ、千葉県知事
や外房地域の首長、国会議員ら約100人が参加しました。
　式典後は、長生グリーンライン開通地点（茂原市台田地
内）へ移動し、テープカットやくす玉開披、通り初めのパ
レードが行われました。現地にはマスコットキャラクター
たちも駆け付けて、外房地域間のアクセス向上が期待され
るグリーンラインの開通を盛大に祝福しました。

　五郷福祉センターにて、五郷地区まちづくり協議会主催
による五郷桜まつりが開催されました。これは地域の子ど
もからお年寄りまでの交流を深め、住み良い五郷地区を目
指すイベント。今年は桜の開花が遅れ見ることができませ
んでしたが、約500人の参加者でにぎわいました。
　4月から五郷小学校に入学する子どもたちに田中市長か
らお祝いのお餅が手渡された他、五郷小学校の児童による
よさこい踊りやバンド演奏などの披露もあり、来場者は楽
しいひとときを過ごしていました。 ▲もちの他、豚汁や焼きそばなどの模擬店も出店

▲記念すべきテープカットの瞬間

33/24/24

33/23/23

外房地域の活性化に期待！外房地域の活性化に期待！

一足早く、春の訪れを感じた時間一足早く、春の訪れを感じた時間

長生グリーンライン開通記念式典

五郷桜まつり
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Life InformationLife Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしくらしのの情報情報コーナーコーナー

市民の日 4月1日（H14.5.25制定）

お
知
ら
せ

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合
、

翌
年
度
の
4
月
か
ら
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
課
税
の

基
礎
と
な
る
評
価
額
を
算
出
す
る

た
め
、「
現
地
調
査
ま
た
は
図
面
等

に
よ
る
書
類
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

◆
家
屋
調
査
の
流
れ

①�

対
象
と
な
る
家
屋
の
所
有
者
に

日
程
調
整
の
ご
連
絡
を
し
ま
す
。

②�

調
査
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
、

家
屋
内
を
直
接
確
認
す
る
か
図

面
等
を
お
借
り
し
て
評
価
を
行

い
ま
す
。な
お
、図
面
等
で
確
認

で
き
な
い
事
項
は
、
目
視
に
よ

り
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

職
員
は「
固
定
資
産
評
価
補
助

員
証
」を
必
ず
携
帯
し
て
い
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は 

届
け
出
を

　

登
記
を
し
て
い
る
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
法
務
局
で
建
物

滅
失
登
記
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

登
記
を
し
て
い
な
い（
未
登
記
）

家
屋
の
場
合
は
、
資
産
税
課
へ
家

屋
滅
失
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、

誤
っ
て
課
税
し
て
し
ま
う
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 　

な
お
、
年
の
途
中
で
取
り
壊
し

た
場
合
で
も
、
基
準
と
な
る
１
月

１
日
現
在
に
家
屋
が
存
在
し
て
い

た
場
合
は
、
そ
の
年
の
４
月
か
ら

の
固
定
資
産
税
が
全
額
課
税
さ
れ

ま
す
（
月
割
等
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

問
資
産
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
９　

⒇
１
６
０
９

県
税
納
付
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

千
葉
県
税
は
、
市
会
計
課
・
本

納
支
所
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
納
付
金
額
の
２
％
が
県

か
ら
委
託
金
と
し
て
交
付
さ
れ
、

市
の
歳
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

取
り
扱
い
県
税
は
、
普
通
自
動

車
税
・
不
動
産
取
得
税
・
法
人
県

民
税
・
個
人
事
業
税
・
法
人
事
業

税
で
す
。

問
会
計
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
６　

⒇
１
６
０
９

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　

国
お
よ
び
市
に
お
い
て
、
地
震

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
備

え
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す
。
市
内
の
防
災

行
政
無
線
か
ら
次
の
と
お
り
放
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
訓
練
実
施
予
定
日
時

　

５
月
22
日
㊌
、
８
月
28
日
㊌
、

11
月
20
日
㊌
、
令
和
７
年
２
月
12

日
㊌（
い
ず
れ
も
11
時
頃
を
予
定
）

◆
訓
練
放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」（
３
回
繰
り
返
し
）

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
も
ば
ら

で
す
。」

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

※�

国
の
判
断
に
よ
り
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
防
災
対
策
課
（
４
階
）

☎
�
７
５
８
０　

⒇
１
６
０
２

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
証
を

使
用
す
る
場
合
は
届
け
出
を

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
り
け
が
を
し
て
医
療
機
関

等
を
受
診
す
る
場
合
、
必
ず
そ
の

医
療
機
関
等
へ
負
傷
原
因
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　

治
療
に
つ
い
て
国
民
健
康
保
険

証
を
使
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す

が
、
そ
の
際
は
必
ず
市
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
第
三
者
の

行
為
に
よ
る
傷
病
届
等
に
交
通
事

故
証
明
書
を
添
付
の
上
、
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

第
三
者
行
為
に
よ
る
け
が
の
医

療
費
は
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す

る
も
の
で
す
。
一
時
的
に
医
療
費

の
一
部
を
市
が
立
て
替
え
ま
す
が
、

市
が
負
担
す
べ
き
で
な
い
医
療
費

に
つ
い
て
、
そ
の
届
け
出
に
よ
り

加
害
者
や
損
害
保
険
会
社
に
過
失

割
合
に
応
じ
た
額
を
請
求
し
ま
す
。

　

国
保
財
政
の
適
正
な
運
用
の
た

め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

～
負
傷
原
因
調
査
に
ご
協
力
を
～

　

市
で
は
、
適
正
な
保
険
給
付
の

た
め
、
診
療
報
酬
明
細
書
等
を
も

と
に
負
傷
原
因
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
負
傷
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て

医
療
機
関
等
で
治
療
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
負
傷
の
原
因
が
第
三
者

の
行
為
に
よ
る
も
の
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

負
傷
原
因
が
第
三
者
行
為
に
該

当
し
て
い
た
場
合
、
別
途
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３　

⒇
１
６
０
０

計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

　

計
量
器
（
は
か
り
）
を
商
店
や

病
院
等
で
取
引
や
証
明
に
使
用
し

て
い
る
場
合
は
、
２
年
ご
と
に
定

期
検
査
の
受
検
が
必
要
で
す
。

　

前
回
（
令
和
４
年
６
月
）
検
査

を
受
け
た
方
に
は
、
千
葉
県
計
量

検
定
所
よ
り
案
内
が
送
ら
れ
ま
す
。

　

案
内
が
届
か
な
い
場
合
や
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
生
活

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

検
査
手
数
料
は
千
葉
県
の
収
入

証
紙
に
よ
る
お
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

◆
検
査
日
時

　

６
月
12
日
㊌
～
14
日
㊎
、
17
日

㊊
・
18
日
㊋
10
時
30
分
～
12
時
、

13
時
～
15
時

◆
会
場　
市
役
所
庁
舎
北
側
入
口

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５　

⒇
１
６
０
０
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夏
休
み
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

�
資
格
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
！

◆
勤
務
内
容

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
保
護
者
が

仕
事
の
時
間
帯
に
児
童
を
預
か
り
、

遊
び
や
学
習
を
通
し
て
健
全
な
育

成
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
勤
務
時
間

・�

月
～
土
曜
日
７
時
30
分
～
19
時

の
う
ち
、
週
３
日
程
度
・
５
時

間
程
度
の
シ
フ
ト
勤
務

◆
給
与

　

時
給
１
０
５
０
円
～
（
処
遇
改

善
手
当
あ
り
）

◆
勤
務
地

　

夏
期
茂
原
（
総
合
市
民
セ
ン

タ
ー
）、
東
郷
、
豊
岡
学
童
ク
ラ

ブ
の
い
ず
れ
か

◆
雇
用
期
間

　

７
月
22
日
㊊
～
８
月
31
日
㊏

◆
応
募
条
件　
70
歳
未
満
の
方

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
職
務
経
歴
書

◆
選
考
方
法

　

書
類
選
考
（
１
次
審
査
）、
面

接
試
験
（
２
次
審
査
）

◆
提
出
期
限　
６
月
25
日
㊋

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

〒
２
９
７
－
０
０
２
２

茂
原
市
町
保
13
－
20

☎
�
９
５
１
１

福
祉
こ
ど
も
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
！

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
福
祉
関
係
団
体
、
福
祉
施

設
、
民
間
企
業
の
協
力
の
も
と
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
福
祉
こ
ど
も
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
12
日
㊐
10
時
～
14
時�

（
雨

天
縮
小
開
催
）

◆
場
所　
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
駐
車
場

　

三
井
化
学
体
育
館
隣
接
駐
車
場

（
送
迎
あ
り
）

※�

障
が
い
者
用
駐
車
場
あ
り
（
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

◆
内
容

　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
（
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ

Ｏ　

Ｂ
Ｓ
Ｋ
）、
シ
ャ
ボ
ン
玉
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
田
口�

実
栄
子
）、

キ
ッ
ズ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ダ
ン
ス

（
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ　

Ｄ
Ａ

Ｎ
Ｃ
Ｅ�

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
）、
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
茂
原
北
陵

高
校
ダ
ン
ス
部
）、
和
太
鼓
（
中

の
島
太
鼓
）、
福
祉
体
験
、
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
福
祉
用
具
の
展

示
、
各
種
模
擬
店

※�

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
多
数

用
意
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
１
９
６
９

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
予
備
自

衛
官
補
、
幹
部
候
補
生
お
よ
び

一
般
曹
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
種
目

①
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

②�

幹
部
候
補
生
（
一
般
要
員
（
大

卒
程
度
試
験
・
院
卒
者
試
験
））

③
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
科
）

④
一
般
曹
候
補
生�

※�

各
募
集
種
目
ご
と
に
年
齢
・
資

格
等
の
要
件
あ
り

◆
受
付
期
間
（
締
切
日
必
着
）

①
６
月
１
日
㊏
～
９
月
19
日
㊍

②
③
～
６
月
13
日
㊍

④
７
月
１
日
㊊
～
９
月
３
日
㊋

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
千
葉
地
方

協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎
�
０
４
５
２ ▲ＨＰ

▲Ｘ

令和6年能登半島地震災害救援募金は�
3月22日㊎をもって受け付けを�

終了しました�
ご協力ありがとうございました

　救援募金総額　　金851,328円

　お寄せいただいた募金は、日本赤十字社を通
じて被災者へお届けします。

問合せ　防災対策課（４階） 
☎（36）7580　 （20）1602

2024年�
台湾東部沖地震救援募金箱を�

設置しています

　令和6年4月3日の災害により、被災された
方々に対する災害救援募金箱を、生活課（2階）、
防災対策課（4階）、本納支所に設置しています。

◆受付期間　 6月21日㊎まで 
（土日・休日を除く）

◆送 金 先　日本赤十字社

問合せ　防災対策課（４階） 
☎（36）7580　 （20）1602
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市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

今月の納期
●軽自動車税（全期）
■納期限は、5月31日㊎です。

問合せ　収税課（２階）☎（20）1578　 （20）1609

※コンビニやスマホ決済でも納付できます。
※地方税統一ＱＲコード（eL-QR）を利用した納付もできます。
詳しくは「地方税お支払サイト」でご確認ください。

なお、軽自動車税の納税通知書は5月10日㊎に発送予定です。

※納め忘れのない便利な口座振替もぜひご利用ください。

「地方税お支払サイト」
 https://www.payment.eltax.lta.go.jp/

介護保険の保険証を交付

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に

問合せ　高齢者支援課（２階）☎（20）1572　 （20）1610

問合せ　国保年金課（２階）☎（20）1503　 （20）1600

　満65歳になる方（昭和34年5月2日～昭和34年6月1日
生）は、第1号被保険者の資格取得となります。5月20日
ごろまでに保険証（被保険者証）を郵送します。

　満75歳になる方（昭和24年6月2日～昭和24年7月1
日生）は、現在加入の健康保険を脱退し、誕生日当日か
ら後期高齢者医療制度に加入することとなります。今月
末までに保険証（被保険者証）を郵送します。

相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）5月9日㊍・28日㊋　13時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 5月24日㊎ 10時〜 15時／場所＝5階505会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 5月14日㊋　13時〜 16時／場所＝市役所5階505会議室
5月23日㊍　13時〜 16時／場所＝本納公民館2階第3会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■心配ごと相談 毎週水曜日　9時30分〜 11時30分／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■無料法律相談 （要電話予約）5月22日㊌　13時〜 16時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■健康相談 毎週木曜日　13時〜 16時／場所・問合せ＝総合市民センター☎（24）9511
■シニアの
　健康・栄養相談

（要電話予約）5月7日㊋　13時〜 16時／対象＝75歳以上
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■歯科相談
・栄養相談

（要電話予約）5月7日㊋　10時〜16時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）5月17日㊎　9時10分〜 12時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■6か月乳児相談 5月16日㊍（令和5年11月生）／対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■1歳6か月児健康診査 5月14日㊋（令和4年11月生）／対象の方には個別通知します。
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■3歳児健康診査 5月15日㊌（令和2年11月生）／対象の方には個別通知します。
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■こころの
　健康相談

（要電話予約）5月20日㊊　9時30分、 10時45分、 13時15分、 14時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■�子育て相談
　（予約制）

5月10日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■�ことばの相談
　（予約制）

5月10日㊎・24日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなどに関する相談
／場所・問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）相談専用電話☎（23）5500

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時）／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 月〜金曜日　9時〜 16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）0080

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎（22）3007、茂原市みなみ地域包括支
援センター☎（20）2626、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525、 茂原市ほんのう地域包括
支援センター☎（36）2123 ※本納地区高齢者相談会＝5月2日㊍／場所＝本納公民館1階相談室

■長生保健所
（※太字は予約制）

HIV抗体検査、エイズ相談、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌
検査（検便）、精神保健福祉相談、ひとり親家庭自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生保健所（長生健康福祉センター）☎（22）5167 ／ DV相談（来所相談は予約制）専用電
話☎（22）5565 ／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510
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名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ フラサークルＬｉｎｏ
（リノ） 第2・4金曜日 15時〜 16時30分 健康のため基礎からゆっくりフラを楽しんでみませ

んか？／費用＝月2,000円 東部台文化会館 ☎080（5983）5077
島津

❷ 茂原市なぎなた連盟 毎週木曜日　11時〜 13時
毎週土曜日　10時〜 12時

対象＝一般／見学申し込み・問い合わせはこ
ちらから 市民体育館 ☎（32）3651　江川

❸ 青葉会（卓球） 毎週水曜日 13時30分〜
15時30分

老若男女楽しめるスポーツ卓球（見学可）／対象＝
一般／費用＝月500円（ビジターは1回200円） 本納公民館 ☎（24）0070　髙橋

❹ 茂原ウクレレクラブ 月2回金曜日 13時30分〜
15時30分

ハワイアンをはじめ、洋楽ポップス、歌謡曲、フォークなどをウクレレで楽
しく演奏します。慣れてきたら同じくウクレレを中心としたバンド「コスモス
ユカレリーズ」での練習や演奏発表等に参加します／指導者＝コスモス
ユカレリーズ会員／対象＝ウクレレ初心者／費用＝月1,000円

東部台文化会館 ☎（34）7329　川田

❺ 3B体操クラブ 第1・3火曜日 10時15分〜
11時45分 健康体操／対象＝一般（18歳以上）／費用＝月1,500円 二宮福祉センター ☎090（7214）9869

小倉

❻ J-SOUL 月2回水曜日 12時〜 14時 初心者募集。ストレッチ、ジャズダンスを健康維持のため
始めませんか？／対象＝一般／費用＝月3,500円 総合市民センター ☎080（2240）9654

MAI

❼ 音楽文化塾
「赤い鳥」 第1・3日曜日 10時〜 12時

日本文化としての童謡・唱歌・わらべ歌を次世代に歌い
継ぐ。百人一首／対象＝小学2年生以上（小学生は保
護者同伴）／費用＝2,500円（高校生以下は月1,500円）

総合市民センター ☎090（2633）2987
神明

❽ 茂原写友会 第1土曜日 14時〜 16時
情報交換、持ち寄った写真の互選と評価。市のボランティ
アの参加。年2回の写真展。スマホ写真歓迎／対象＝
一般／費用＝入会金1,000円（定期の徴収はありません）

総合市民センター ☎090（1011）6246
内藤

①
第2回
茂原市役所
うたごえマルシェ

5月5日㊐㊗
①マルシェ10時〜 15時／多様な飲食・物品販売、ワークショップなど②歌声カ
フェ13時〜 15時／みんなで歌って健康長寿！伴奏は生バンド／費用＝1,000円
（チケット取り扱い：東部台文化会館、市役所9階生涯学習課）

市役所市民広場、
市民室

☎080（4113）9494
茂原軽音楽協会
大柿

② 骨董がらくた市と
フリーマーケット

5月11日㊏・
25日㊏ 8時〜 13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090（4950）6193

小曽根

③ 第29回長生郡市
陶芸作品展

5月11日㊏〜
19日㊐

9時〜 17時
（初日は11時〜
最終日は15時まで）

主催＝長生郡市陶芸クラブ連合会／共催＝茂原市教
育委員会 美術館・郷土資料館 ☎（23）2576　田中

④ 子どもふれあい食堂
しょうじゅの里 5月11日㊏ 12時〜 14時

（11時50分開場）
子どもとシニアのふれあいを目指す居場所です。30食用
意。誰でもお越しください／メニュー＝季節の料理・副菜・
スープ・デザート／費用＝高校生まで無料、大人300円

社会福祉法人
しょうじゅの里茂原

☎（22）3007
もばら地域包括支援
センター� 石川・渡辺

⑤ ちえの和
「ほほえみ」 5月16日㊍ 10時〜 幸せな考え方で心を軽くする座談会。5月のテーマ：短所

を正しく捉えてますか？／対象＝一般／費用無料 市役所1階 ☎090（8432）6707
村瀬

⑥
茂原ｄｅオペラ
第6回公演�「道化
師・ガラコンサート」

5月18日㊏ 14時開演
（13時30分開場）

オペラ「道化師」ハイライト公演とオペラガラコンサート
／出演＝神田宇士、若菜亜衣子、片岡久美子�他／対
象＝一般／入場無料

東部台文化会館 ☎090（3313）7312
片岡

⑦
第1回
子ども自然教室
〜ザリガニ釣り大会〜

5月19日㊐
（雨天中止） 13時30分〜 16時

一宮町「憩いの森」にて、森に住む生き物の観察とザリガニ釣りをして環
境省の緊急対策外来生物の駆除も目的としています／対象＝4歳〜中学生

（小学2年生までは保護者同伴）／費用＝300円（保護者は200円）／持
ち物＝帽子、水筒、敷き物、おやつ、雨具、レジ袋、バンダナ、ハンカチ、
ティッシュ、長靴、虫よけ、ザリガニ釣りの釣り竿（無い場合は用意します）

一宮町「憩いの森」
（一宮町一宮6774-1
近く）

☎090（8646）0443
茂原自然大好き
クラブ　森川

⑧ 子ども食堂
すまいるステーション 5月19日㊐ 12時〜 14時

茂原市で最初に立ち上げた子ども食堂です。50食用意。誰
でもお越しください。折り紙教室などイベントあり。高校生・大
学生のボランティア活躍中・歓迎／メニュー＝ポーク・チキンカ
レー、副菜、デザート／費用＝高校生まで無料、大人300円

東郷福祉センター ☎090（9133）6738
丸岡

⑨ ナルクの活動紹介
と地域交流会 5月19日㊐ 10時〜 15時

『時間預託』助け合い活動や子育て支援などの社会
貢献活動、サークル会や元気クラブ「ナルクサロン」
などの活動紹介と参加者との交流会

総合市民センター
☎・ （26）5229
ナルク茂原

「いちごの会」

⑩ 第55回茂原市春の
吟詠大会 5月19日㊐ 12時30分〜 16時 名詩・名歌の吟詠発表／入場無料 東部台文化会館

☎（22）0770
茂原市吟詠協会
細谷

⑪ 第18回十枝の森の
音楽会

5月19日㊐
（雨天中止） 10時〜 15時

10組のバンド・エレキ演奏（ポップス、ハワイアン、懐メロ、
ロックなど）および郷土芸能のほほん節を楽しめます。青葉
の季節、森の散策と音楽を楽しみに来ませんか？／費用＝
500円／飲食物は持参、駐車場あり、トイレ洋1・和1あり

十枝の森
（大網白里市北吉田758）

☎090（8318）5502
西館

⑫ 茂原写友会写真展 5月25日㊏〜
6月2日㊐ 9時〜 17時 茂原写友会の写真展を見に行こう！思いがけない感

動があるかもしれません／対象＝一般／費用無料 美術館・郷土資料館 ☎090（1011）6246
内藤

⑬ こどものための
わくわくコンサート 6月2日㊐ 11時開演

ちびっこ向けの楽しい音楽会です。ソプラノ＝齊藤菜々子、
サックス＝三橋正長、ピアノ＝片岡久美子。童謡から本
格クラシックまで演奏します／対象＝一般／入場無料

市役所市民室 ☎090（3313）7312
岡澤

⑭
シンフォニック�ブラ
スオルケスタ�チバ�
第90回定期演奏会

6月9日㊐ 14時開演
（13時30分開場）

ビゼー：カルメンセレクション、服部良一コレクショ
ン　他／対象＝一般／入場無料 東部台文化会館 ☎090（1842）5831

杉山

⑮ 第51回茂原市役所
ロビーコンサート 6月11日㊋ 12時5分〜

12時55分

ゲーンズ：スケルツォ、アザラシヴィリ：夜想曲、ピアソラ：キー
チョ　他／コントラバス＝寺田和正、ピアノ＝鈴木奈津
子／入場無料／予約不要／主催＝茂原市音楽協会／
後援＝茂原市教育委員会

市役所ロビー
☎090（9830）0584
茂原市音楽協会
舘

⑯ シニア向けスマート
フォン教室

①7月4日㊍
②7月25日㊍

9時30分〜
11時30分

内容＝①スマホの基本と防災対策、②スマホの基本と
キャッシュレス体験／対象＝市内在住の概ね60歳以上の
方／定員＝各20人（申込順）／費用無料／申込＝5月
21日㊋10時から6月20日㊍17時までに電話にて／※練習
用スマホによる受講となります。

①�五郷福祉センター
②市役所504会議室

☎（20）1519
総務課

⑰ 令和6年度
慰霊巡拝事業

親族が戦没した地域を訪れ、慰霊追悼を行う／期日＝①ソロモン諸島＝10月3日㊍〜 11日㊎、②ウズベキスタン共和国
＝10月17日㊍〜 25日㊎／対象＝戦没者の遺族／費用＝25万〜 46万円程度／申込締切＝6月上旬／詳しくは要問合せ

☎043（223）2354
千葉県健康福祉
指導課援護班

⑱ 令和6年度
千葉県調理師試験 10月26日㊏ 13時30分〜

15時30分

願書配布＝4月8日㊊〜長生保健所（長生健康福祉セン
ター）にて／願書受付期間＝5月20日㊊〜 24日㊎（受
付期間内消印有効）／受付場所＝住所が県内にある方
は住所地を管轄する保健所、県外にある方は千葉県健
康福祉部健康づくり支援課へ簡易書留郵便にて提出

TKPガーデンシティ千葉
（千葉市中央区問屋町
1-45�千葉ポートスクエ
ア内）

☎（22）5914
長生保健所（長生
健康福祉センター）
地域保健福祉課

お
願
い

●原稿の提出期限を守ってください。期限後の提出はお断りする場合があります。（7月1日号　原稿締切5月15日㊌）
●原稿の内容は簡潔にし、連絡先は日中連絡のとれる電話番号をご記入ください。
●会員募集の掲載は年間2回までです。対象は市内公共施設等で活動している団体、茂原市認定市民活動団体です。
●主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載できません。
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　スーパーで試食販売をしている作者だが、さまざまな買物客の現実をきめ細かく
観察している。今回は七十六才を名のる老人の登場だが、男の人生が垣間みえ身に
つまされる。

俺
、
七
十
六
才
！

�

時
女　

礼
子

「
食
べ
て
い
い
？
俺
七
十
六
才
」

ユ
ニ
ー
ク
な
男
性
客
が
立
ち
寄
っ
た

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は

メ
カ
ジ
キ
の
西
京
味
噌
焼
き
だ
っ
た

電
柱
に
登
っ
て
仂
い
て
い
る
の
だ
と
言
う

何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か

買
い
物
か
ご
の
中
を
私
に
見
せ
た

お
菓
子
と
果
物
が
入
っ
て
い
た

こ
こ
に
来
る
と
必
ず
二
人
の
娘
の
家
に
も

何
か
買
う
の
さ
と
ボ
ソ
ッ
と
言
っ
た

若
い
時
は
良
い
親
父
で
は
な
か
っ
た
か
ら

罪
ほ
ろ
ぼ
し
の
つ
も
り
だ
と

照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
っ
た

男
性
は
私
の
や
ゝ
後
ろ
に
ま
わ
り

「
こ
の
メ
カ
ジ
キ
は
旨
い
よ
！
買
っ
て
っ
て
！
」

目
立
た
ぬ
よ
う
に
呼
び
込
み
を
し
て
く
れ
た

そ
し
て
右
手
を
あ
げ
少
し
頷
き
去
っ
て
行
っ
た

妙
に
印
象
に
残
る
七
十
六
才
だ
っ
た

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。
※詩の原稿送付先（直接選者）へ　〒297-0032　茂原市東茂原7-55　斎藤正敏宛。※詩の原稿送付先（直接選者）へ　〒297-0032　茂原市東茂原7-55　斎藤正敏宛。
　詩は随時募集しており、どなたでも応募可能です。たくさんのご応募お待ちしています。　詩は随時募集しており、どなたでも応募可能です。たくさんのご応募お待ちしています。
　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。

　

茂
原
市
の
西
側
を
ほ
ぼ
南
北
方

向
に
貫
く
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
に
つ
い
て
二
年
前
の
前

回
（
広
報
も
ば
ら
二
〇
二
二
、
五
、

一
発
行
、
№
一
一
二
九
）
に
遺
跡

の
発
掘
調
査
の
必
要
性
と
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
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そ
の
際
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺

跡
の
一
つ
「
久く

下げ

横よ
こ

穴あ
な
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ん

」
を
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介
し
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す
。
久
下
横
穴
群
は
、
茂

原
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柄
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ト
Ｉ
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の
す
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で
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茂
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道
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の
間
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陵
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た
れ
た
横
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墳

墓
群
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す
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「
横
穴
群
」
は
、
横
穴
式
の
墳

墓
群
と
い
う
意
味
で
、
古
墳
時
代

後
半
の
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀

前
半
頃
に
造
ら
れ
た
集
団
の
お
墓

を
指
し
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
後

期
は
、
全
国
的
に
は
各
地
の
有
力

な
豪
族
が
一
族
の
集
団
墓
と
し
て

小
規
模
な
盛
土
の
古
墳
を
ま
と
め

て
造
り
そ
れ
ら
が
現
在
で
も
畑
や

山
林
に
土
饅
頭
と
し
て
残
っ
て
い

る
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
一
部
の
地
域
で
は
古
墳
が
造

ら
れ
ず
に
別
の
形
態
の
墓
が
築
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
例
が
横
穴
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で
す
。
千
葉
県
で
は
北
総
丘
陵
太

平
洋
岸
か
ら
南
下
し
て
、
山
武
地

区
、
長
生
地
区
、
夷
隅
地
区
、
東

京
湾
側
の
君
津
地
区
な
ど
で
平
地

が
少
な
く
丘
陵
が
多
い
地
域
に
古

墳
に
代
わ
っ
て
横
穴
群
が
造
ら
れ

ま
し
た
。
少
し
古
い
調
査
で
す
が

千
葉
県
の
平
成
十
五
年
刊
行
の
所

在
調
査
で
は
県
内
に
四
四
五
七
基
、

近
隣
の
長
南
町
四
七
五
基
、
長
柄

町
四
三
四
基
が
確
認
さ
れ
、
茂
原

市
で
は
一
九
二
基
・
五
十
三
群
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
消
滅
を
含

む
数
）。
こ
れ
ら
は
、
山
林
の
崖

面
に
複
数
が
存
在
し
、
崩
落
し
て

埋
も
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
実

数
は
よ
り
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
調
査
で
久
下
横
穴
群
は
十
一

基
で
し
た
が
、
平
成
十
八
年
か
ら

の
発
掘
調
査
で
は
、
倍
の
二
十
二

基
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
生
地
区
の
横
穴
墓
は
、
斜
面

上
の
方
に
、
横
穴
を
掘
り
込
み
二

～
五
メ
ー
ト
ル
で
行
き
止
ま
る
壁

か
ら
大
き
く
上
方
に
段
差
（
二

メ
ー
ト
ル
強
程
）
を
垂
直
に
設
け
、

そ
の
先
の
上
側
に
遺
体
の
埋
葬
用

の
六
～
八
畳
程
度
の
広
さ
の
室
内

空
間
を
造
り
出
し
て
い
ま
す
。
入

口
部
分
か
ら
先
で
大
き
く
段
差

を
設
け
て
埋
葬
施
設
を
造
る
の

で
「
高こ

う

壇だ
ん

式
」
横
穴
墓
と
呼
ば
れ
、

全
国
的
に
は
一
直
線
の
ト
ン
ネ
ル

状
の
形
態
が
主
流
の
中
で
、
こ
の

地
域
だ
け
の
珍
し
い
特
徴
で
す
。

埋
葬
施
設
は
、
建
物
を
模
倣
し
て

掘
削
さ
れ
、
構
造
材
の
梁は

り

や
垂た
る

木き

・
長な
げ
し押

な
ど
を
表
現
す
る
加
工

等
が
さ
れ
て
い
る
例
が
多
く
、
寄よ

せ

棟む
ね

型
や
ア
ー
チ
形
の
天
井
形
状
も

見
ら
れ
ま
す
。
建
物
の
壁
部
分
に

は
漆し

っ

喰く
い

塗ぬ
り

の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

�

加
藤　

正
信

問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９　

⒇
１
６
０
７

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
開
発
に
係
る

�
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
つい
て
（
二
）
No.384
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今月の日曜開庁 5月26日㊐  8時30分〜 17時15分

市 民 課（2階） ☎（20）1502

市民税課（2階） ☎（20）1577

収 税 課（2階） ☎（20）1578

本納支所 ☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日　19時まで

市 民 課（2階） ☎（20）1502

※�一部取り扱えない業務もありますので、
詳しくはお問い合わせください。

【人口と世帯数】� 令和6年4月１日現在
●総人口　86,305人 ●世帯数　42,007世帯
●　男　　42,703人 ●　女　　43,602人
【3月中の動き】
●転入� 509人 ●転出� 550人 ●出生� 24人 ●死亡� 125人☎0

（通話無料）
120（4

しみんは

38）1
1

1
1

9
9

防災行政無線が再確認できます

登 録

問合せ　防災対策課（４階）　☎（36）7580　 （20）1602
※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。

防災・防犯に関する情報をメールで配信
もばら安全・安心メールを

ご利用ください

右のQRコードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている
手順に従って登録してください。
touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

※�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

の
登
録
商
標
で
す
。

発
行
＝
茂
原
市
役
所　
編
集
＝
秘
書
広
報
課（
3
階
）
〒
２
９
７-

８
５
１
１　
茂
原
市
道
表
1
番
地　
☎
０
４
７
５（
23
）２
１
１
１（
代
表
）

info@
city.m

obara.chiba.jp

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

「広報もばら」は環境にやさしいインクで
印刷されています。

日曜・休日当番医 診療時間　9時〜 17時

《内科系》 《外科系》

5月� 3日㊎㊗ 茂 原 中 央 病 院
☎（24）1191

塩 田 記 念 病 院
☎（35）0099

5月� 4日㊏㊗ 君 塚 病 院
☎（25）1811

菅 原 病 院
☎（25）1171

5月� 5日㊐㊗ あまが台ファミリークリニック
☎（36）7011

宍 倉 病 院
☎（24）2171

5月� 6日㊊㊗ 山 之 内 病 院
☎（25）1131

聖 光 会 病 院
☎（35）5151

5月12日㊐ 三上クリニック
☎（30）3733

菅 原 病 院
☎（25）1171

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部☎（24）0119、（25）8448へお問い合わせください。

いきいき仲間たちいきいき仲間たち

「食のちばの逸品を発掘2024」　審査員特別賞受賞
菓子屋　Norram（のらん）　御須　郁代さん

おいしい地元の食材、
おいしいお菓子に

　「生まれ育った茂原でお菓子を作り、自分の作り
出すお菓子を通してたくさんの人に幸せを感じて
もらいたい」そう話すのは、2023年3月に茂原で菓
子屋Norram（のらん）を開業した御須郁代さん。
　御須さんは、地元で開業すると決めてから県内
で作られた食材を使用した商品を開発したいと考
え、千葉県産ピーナッツを使用した『ピーナッツ
キャラメルバターサンド』を3年かけて完成させ
ました。そして今回、千葉県等が主催する「食の
ちばの逸品を発掘2024」に応募し、審査員特別賞
を受賞しました。このコンテストは県産農林水産
物を主たる原料とする加工食品の中から、魅力的
な“ちばの逸品”を発掘し、消費者にPRすることを
目的として開催され、応募数59商品のうち受賞し
た商品はわずか5品だったそうです。
　御須さんは、応募した理由を「商品を通して県
内で作られた食材をうまくPRできないかと考え、
県に相談したところコンテストがあることを知り、

挑戦してみようと思い応募した」と述べ、また商
品については「完成度が高いものができた。茂原
の新しい“おみやげ”にしたい」と、自信と意気込
みを話してくれました。
　子どもの頃からお菓子作りが好きだった御須さ
ん。調理の専門学校を卒業後、勉強しながらフレ
ンチ店などで20年近く修業を積み、“おいしい”と
のお客さんの声をきっかけに開業を決意したそう
です。「頭の中はお菓子のことでいっぱい。次はど
んなお菓子を作ろうか常に考えている。お客さま
においしいと言ってもらえるお菓子を作りたい」
と“お菓子愛”を笑顔で話してくれました。
　「今後は茂原で作られたさつまいもを使いスイー
トポテトを作りたい。市内外問わず、より多くの
人に自分が作った商品を食べてもらい地元食材の
おいしさ、お菓子のおいしさを感じてもらいたい」
と展望を話すその言葉からは御須さんの意欲を感
じました。
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